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鬼怒川中流部での礫河原の減少
• 昭和22年には、複列流路の蛇

行河川が形成され、自然裸地（
礫河原等）が低水路内に約70％
存在。
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101.5km • その後、澪筋の単列化・固定化
が進行し、礫河原の草地化によ
り、平成21年に約38％まで減少。
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法面緑化等に用
いられてきた外
来植物であり、非
常に高い繁殖力

シナダレスズメガヤ（外来種）

• その結果、河原にしか生育地がないカワラノギク等の分布範
囲・個体数が減少し、礫河原固有の生態系が失われつつある。

外来植物の繁茂と礫河原固有の生態系の衰退

• 外来種のシナダレスズメガヤは1990年代半ば(H8頃)までは
あまり見られなかったが、1998年(H10)頃から急速に増加。

シナダレスズメガヤ

カワラノギク

カワラノギク等の礫河原固有種が生育・生息できる礫河
原環境の緊急保全対策が必要。
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常に高い繁殖力
を持ち、冠水時
には根元に砂を
堆積させ、周囲
の環境を改変。

鬼怒川103.5k付近におけるシナダレスズメガヤ、カワラノギ
ク個体数の変化（出典：東京大学保全生態学研究室）

関東地方の一部
の河川の河原に
しか生育地がなく、
野生状態では絶
滅寸前の河原を
代表する植物で
ある（絶滅危惧IB
類；環境庁
（2000））

カワラノギク（礫河原固有種）

カワラノギク
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鬼怒川本来の礫河原固有生物の生育・生息に適した礫河原
の再生を目的とした礫河原再生事業が進められる。

地域連携により、シナダレスズメガヤの除去活動や礫河原

本日の発表内容

礫河原環境の現状と課題を受けて、鬼怒川中流部では、

公益財団法人 リバーフロント研究所

本発表は、鬼怒川中流部における礫河原の持続的な保全・
維持を目的とし、平成21～23年度に渡り実施した地域住
民が主体となった外来植物の除去と礫河原固有種の保全対
策の取り組み状況について報告する。

本発表は、鬼怒川中流部における礫河原の持続的な保全・
維持を目的とし、平成21～23年度に渡り実施した地域住
民が主体となった外来植物の除去と礫河原固有種の保全対
策の取り組み状況について報告する。

本発表は、鬼怒川中流部における礫河原の持続的な保全・
維持を目的とし、平成21～23年度に渡り実施した地域住
民が主体となった外来植物の除去と礫河原固有種の保全対
策の取り組み状況について報告する。

地域連携により、シナダレスズメガヤの除去活動や礫河原
固有生物の保全が活発に進められている。

本日の発表の構成

1.礫河原再生事業の内容

2.市民団体による環境保全活動の現状と課題

3 市民 行政 研究者が連携した外来種対策イベント

公益財団法人 リバーフロント研究所

3.市民・行政・研究者が連携した外来種対策イベント

4.持続可能な地域活動の組織・体制づくり

5.情報の共有化・情報発信方策

6.今後の取り組み
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1 礫河原再生事業の内容

公益財団法人 リバーフロント研究所

1.礫河原再生事業の内容

※2010年に発行したリバーフロント研究所報告 第21号にて報告済み

礫河原再生事業の内容

鬼怒川本来の複列蛇行の河道システムを再生し、
礫河原固有生物の生息・生育に適した環境を再生

礫河原再生事業の目的

公益財団法人 リバーフロント研究所

●大礫堆の復元による複列流路の促進・維持

●砂州の切り下げによる冠水・撹乱頻度の増加

●外来植物の除去による「礫河原環境」の維持

礫河原再生事業の内容
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試験施工区 [押上地区（鬼怒川 96.0 K～97.5k） ]

礫河原再生の試験施工

■■ 砂州切り下げ砂州切り下げ

（目的：シナダレスズメガヤ除去、礫河原造成（礫河原固有生物のハビタットの再生））（目的：シナダレスズメガヤ除去、礫河原造成（礫河原固有生物のハビタットの再生））

※ ※ 掘削高掘削高 ：： 年年22～～33回程度洪水に対応（回程度洪水に対応（Q=600m3/sQ=600m3/s））
※ ※ 左右岸流路の比高差左右岸流路の比高差 ：： 約約2m2mを活用を活用

試験施工の内容

■■ 縦筋大礫堆の設置縦筋大礫堆の設置

（目的：河岸沿い流速の低減、２列蛇行の維持・促進）（目的：河岸沿い流速の低減、２列蛇行の維持・促進）

⇒⇒ 分流点に分流点に 縦筋大礫堆縦筋大礫堆 の設置の設置
⇒⇒ 合流点は合流点は 横筋大礫帯横筋大礫帯 のステップを活用のステップを活用

公益財団法人 リバーフロント研究所
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礫河原再生試験の効果と課題

• 分流が生じ、複列流路が形
成・維持。
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出水時には大礫堆
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出水時の分流状況（大礫堆C）
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カワラヨモギ-カワラハハコ群落

セイタカアワダチソウ群落

ハリエンジュ群落 1.8%

セイタカアワダチソウ群落 1%未満

シナダレスズメガヤが再繁茂

（主にｽｽｷ群落,ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ群落）

（主にﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ群落,ﾒﾋｼﾊﾞ-ｴﾉｺﾛｸﾞｻ群落）

シナダレスズメガヤ群落 37% • 自然裸地（礫河原等）の面積
が増加。

試験施工前後の流路形状の変化

試験施工実施後の群落面積割合の経年変化
（東北自動車道より上流側の試験施工地）

• しかし、シナダレスズメガヤが
再繁茂。
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地域と連携した外来種対策の必要性
• 「礫河原固有生物の生息・生育に適した環境」の長期的維持に

は、施工後のシナダレスズメガヤの再繁茂対策が必要。

カワラノギク ミヤコグサ ツマグロキチョウ エゾエンマコオロギ

礫河原固有生物

公益財団法人 リバーフロント研究所

カワラハハコ シルビアシジミ カワラバッタ オサムシモドキ

 地域住民や関係団体との連携・協働による維持管理を推進。

 市民・行政、学識経験者が連携した体制づくりを行い、さ
らなる理解を深め、連携強化を図る。

礫河原再生の取り組みの一環として、

2. 市民団体による環境保全活動

公益財団法人 リバーフロント研究所

の現状と課題
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地域による取り組みの現状と課題
• 鬼怒川中流部は、地元の市民団体がシナダレスズメガヤ除去やカワ

ラノギク保全活動に積極的に取り組んできた地域。

• しかし、定年世代が中心で、活動人数が少なく、また、地域活動の情
報が不足しているなど、様々な課題が見られる。

• 礫河原再生事業の一環として、平成21年度に地域主体での外来植

物除去と礫河原固有種保全を図るため、市民、行政、学識者により「
鬼怒川の外来種対策を考える懇談会（座長：東京大学 鷲谷教授）」

公益財団法人 リバーフロント研究所

鬼怒川の外来種対策を考える懇談会の様子

・うじいえ自然に親しむ会

・押上水神会

・さくら市ガールスカウト第20団

・とちぎMPGパイロットクラブ

さくら市で環境保全活動に取り組んでいる
主な市民団体

を設置。

3.市民・行政・研究者が連携した

公益財団法人 リバーフロント研究所

外来種対策イベント
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イベントの開催内容

主 体：うじいえ自然に親しむ会が主体となり、東京大学保全生態学
研究室（鷲谷教授）と協働で開催（RFCは企画提案）

実 施 日：平成23年10月16日（日）

実施場所：東大カワラノギク実験地、
さくら市ミュージアム

参 加 者：７９人

実施内容：

東大カワラノギク実験地
（93.0k左岸）

公益財団法人 リバーフロント研究所

実施内容：

時間 内 容

09:00 シナダレスズメガヤ抜き取り作業

10:30 カワラノギク観察会
ﾓｰﾀｰﾊﾟﾗｸﾞﾗｲﾀﾞｰによる空中撮影

11:30 アンケート※

12:00 民家広場にて勝山鍋

13:00 意見交換会＋参加された専門家
による講話

さくら市
ミュージアム

※アンケート調査により、地域と連携した外来種対策の実効性を確認し、「実践的な地域連携のあり方」に向けた課題
・問題点を整理。

イベントの当日の様子①

東大カワラノギク実験地にて

公益財団法人 リバーフロント研究所

シナダレスズメガヤ抜き取り作業
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イベントの当日の様子②

上空から見たシナダレスズメガヤ抜き取り作業の様子

東大カワラノギク実験地にて

公益財団法人 リバーフロント研究所

シナダレスズメガヤ抜き取り作業と「とちぎMPGパイロットクラブ」による上空からの写真撮影

イベントの当日の様子③

勝山鍋の様子
さくら市ミュージアム
（民家広場）にて

公益財団法人 リバーフロント研究所

意見交換会の様子（鷲谷先生）
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イベント開催・結果報告に関する広報

• イベント開催に際し、広報チラシを地域住民に配布すると共に、
国土交通省下館河川事務所のホームページでも周知。

H15～23の延べ参
約

• 開催結果についても、下館河川事務所のホームページに掲載。

• 地元市民団体の地道な環境保全活動と行政の各種サポートに
より、活動参加者は年々増加。

公益財団法人 リバーフロント研究所
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環境保全活動の参加者数の推移

加者は約2,000人

下館河川事務HPでのイベント広報用チラシの掲載
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40歳代

4名

30歳代
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参加者アンケートによる意向把握

• 参加者はさくら市を中心に上下流域の広範囲
に渡り、年齢構成は50歳以上が半数。（回答者

イベント参加者の年齢構成

• 若い世代の参加のため、環境学習の機会の増加を選択した方が多く、
次いで子供向け資料の作成、マスメディアでの活動紹介等。

• 自分達の活動範囲外の環境保全活動を知らない方が多い一方 他

50～70代
58%
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子供を対象とした分かりやすい広報資料の作成

マスメディア（テレビ・ラジオ）での活動紹介　　　

市民祭り等の他のイベントでの活動紹介　　　　

学校での環境学習の機会の増加　　　　　　　　

外来種対策の勉強会の開催　　　　　　　　　　　

親子参加型イベントの開催　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答人数

他地域での活動の認知度（左）、
及び他地域での今後の参加可否（右）

若い世代の参加を促進させる手法

• 自分達の活動範囲外の環境保全活動を知らない方が多い一方、他
地域での活動への高い参加意識が見られた。

知らない
57％

参加したい
73％
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地域による現状の取り組みの問題点(ｱﾝｹｰﾄ)

①情報の共有化、②地元住民・若い世代の参加、③参加者の満
足度、④他地域への情報伝達の観点から、課題・問題点を整理。

着目点 課題・問題点
①外来種等に関す
る情報の共有化

・様々な主体で実施している環境保全活動の情報
を参加者で共有し、協力体制を強化することが
必要である。

②地元住民・若い ・学校機関と連携し、子供を対象とした資料等を

アンケート結果から得られた地域連携による外来種対策の課題

公益財団法人 リバーフロント研究所

②地元住民・若い
世代の参加

・学校機関と連携し、子供を対象とした資料等を
用いた環境教育の推進が必要である。

・鬼怒川沿川の市民に幅広く、かつ、粘り強い普
及・啓発が必要である。

③参加者の達成
感・満足度の向
上

・専門家との協働や先進事例の紹介等による知的
好奇心の充足等の楽しみを増やすことが必要で
ある。

④他地域への情報
伝達

・他地域での環境保全活動への潜在的な参加要求
は高いが、情報が知れ渡っておらず、様々な媒
体による情報提供が必要である。

4.持続可能な地域活動の

公益財団法人 リバーフロント研究所

組織・体制づくり

2012年9月14日 第20回リバーフロント研究所研究発表会
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• 生物多様性の保全は地域固有の自然を対象とした活動に支え
られているため、市町村が地域保全活動促進の中心的・積極
的な役割、市民活動団体が実施面の中心的な役割を期待。

• 生物多様性の保全は地域固有の自然を対象とした活動に支え
られているため、市町村が地域保全活動促進の中心的・積極
的な役割、市民活動団体が実施面の中心的な役割を期待。

生物多様性地域連携促進法の概要

• 平成22年12月10日に「生物多様性地域連携促進法」が制定。

主 体 期待される主な役割

市町村 地域連携保全活動を促進する中心的かつ積極的な役割

地域連携保全活動促進のための各主体の役割

• 生物多様性の保全は地域固有の自然を対象とした活動に支え
られているため、市町村が地域保全活動促進の中心的・積極
的な役割、市民活動団体が実施面の中心的な役割を期待。

公益財団法人 リバーフロント研究所

市町村 地域連携保全活動を促進する中心的かつ積極的な役割

都道府県 情報提供や技術的な助言等の必要な援助を行う等

国 既存の活動がさらに発展して地域の活性化につなげられるような支援

市民活動団体 活動の実施面における中心的な役割

教育・研究機関、
専門家

科学的な知見に基づいた地域連携保全活動の実施や専門的な知識を活
かした役割

企業等の事業者 生物多様性保全に関する活動への参加や事業活動を行う際の生物多様
性への配慮等

地域住民 地域連携保全活動への積極的な参加・協力

農林漁業者 豊富な知識を活かし、活動の場において技術等の協力や指導／土地の
所有者や管理者として実施面の主体的役割

持続可能な地域活動の組織体制の枠組み
懇談会への参加団体の変遷

H21年度 H22年度 H23年度
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回
H22.3.8 H22.12.10 H23.3.4 H23.11.17 H24.2.22

市民団体 3 4 4 9 11
教育機関 0 0 2 5 5
学識経験者・専門家 2 2 2 2 2
自治体 2 2 6 6 6
下館河川事務所 1 1 1 1 1

団体数 8 9 15 23 25

分　類

拡大

公益財団法人 リバーフロント研究所

懇談会参加団体位置図

第 1 回 懇 談 会
当 初 の 対 象 範 囲

平成21年度にさくら市を中心とした8団体
で始まった懇談会は、平成23年度には25団
体まで拡大し、活動ネットワークが広域化。

2012年9月14日 第20回リバーフロント研究所研究発表会
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持続可能な地域活動の組織体制（案）

市民・学校・企業

行 政 研 究 者

「市民」、「行政」、「研究者」の3者による多様な
主体で事務局を構成し、柔軟に懇談会の運営を図り、

公益財団法人 リバーフロント研究所

主体で事務局を構成し、柔軟に懇談会の運営を図り、
鬼怒川中流部の外来種対策を実施するのが望ましい。

役割分担の例 連携内容の例

市民 市民団体 地元 除去活動のリーダー ・教育機関や地域住民への働きかけ

日常のモニタリング ・河川管理者や自治体への情報提供

沿川 除去活動への参加協力
広報・ＰＲ支援

・活動への参加
・日頃の活動時における広報支援

教育機関 除去活動への参加協力 ・活動への参加
・総合学習の時間

企 業
除去活動への参加協力

・資機材の提供
・活動資金の支援

各主体の役割分担（案）

「市民」、「行政」、「研究者」の3者が協働し平等
な立場での環境保全活動が望まれる。

公益財団法人 リバーフロント研究所

除去活動への参加協力 ・活動資金の支援
・住民が活動場所に行くための車協力等

行政 自治体 地元
広報・ＰＲ

・ホームページ運営
・地域住民への広報
・資機材等の提供

沿川 広報・ＰＲ支援 ・広報支援
・沿川自治体で活動する市民団体等への情報提供

河川管理者等 円滑に活動を継続する
ための各種サポート

・堤防を上り下りしやすい階段等の設置
・重機等が必要な大規模な維持管理

研究者 学識経験者・専
門家 専門知識による助言 ・市民団体への助言

・発行物等の監修

2012年9月14日 第20回リバーフロント研究所研究発表会
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5 情報の共有化・情報発信方策

公益財団法人 リバーフロント研究所

5.情報の共有化・情報発信方策

意見 

要望 

アイディア 

不満 

人脈 

市民団体 
地域住民 

情報 

事業 

河川管理者 
自治体 

学識者等

との連携 

情報共有化の方法（懇談会の活用）

今後は両者の長所・短所を補い合い、各主体が連携・
調整する意見交換の場、環境調査や日々の活動で得ら
れた情報を共有する場として、懇談会を活用。

公益財団法人 リバーフロント研究所

連絡・調整会議の開催 
（当面は懇談会の場を活用）

情報共有・相談の場 

市民団体・地域住民 河川管理者 

地元・沿川自治体 学識経験者・専門家 

・要望、意見 
・困っていること 
・アイディア 
・日常的な情報 

・市民からの要望、アイデ
ィアを取り入れた対応 

・情報 
・他地域で活動する
団体等の紹介 

・専門的な解決方法 
・取り組みの成果 

2012年9月14日 第20回リバーフロント研究所研究発表会
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情報共有化の方法（鬼怒川便利帳の作成）

各主体が所有する環境保全活動の情報を一元的に集約・整理する
ことの重要性が指摘。

「鬼怒川便利帳（れき河原生物編）」の構成

地域や関係者間で情報の共有化が図れ、礫河原生物のモニタリ
ングにも資する「鬼怒川便利帳（れき河原生物編）」を作成。

公益財団法人 リバーフロント研究所

構成 記載内容

鬼怒川中流部れき
河原固有生物ハン
ドブック

モニタリングが必要な礫河原
固有種（植物・昆虫）の生態
情報を図鑑として整理する。

鬼怒川中流部外来
植物対策ハンド
ブック

モニタリングが必要な外来植
物の生態情報、及び対策手法
を図鑑として整理する。

鬼怒川中流部ベー
スマップ

礫河原指標生物（植物・昆
虫）分布情報【原則非公開】、
及び鬼怒川の利用に役立つ情
報（トイレ等の施設位置）等
を一元的に集約・整理する。

「鬼怒川便利帳（れき河原生物編）」の構成

鬼怒川中流部ベースマップ
※れき河原固有種の確認位置は原則非公開

河川水辺の国勢調査
による植生分布状況

施設等の利用に
役立つ情報

礫河原固有種の盗掘等の
懸念があることから、原
則非公開とし、河川管理
や保全活動に関わる人を
対象に必要に応じて公開

情報発信の方法

• 地元住民・若い世代の参加や他地域への情報伝達に関する情
報発信の必要性が指摘。

 若い世代を含めた幅広い年齢層に対し、礫河原環境の保全・
維持の必要性への理解促進のためのパンフレット等を作成。

 地域活動の際に配布したほか、下館河川事務所のホームペー
ジでの情報掲載等を通じ、広く一般に情報発信。

公益財団法人 リバーフロント研究所

一般向けパンフレット

小学生用
パンフレット

地域活動
カレンダー

下館河川事務所HP

2012年9月14日 第20回リバーフロント研究所研究発表会
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6 今後の取り組み

公益財団法人 リバーフロント研究所

6.今後の取り組み

今後の取り組み

外来種対策は一過性では効果が少なく、長期にわたる活動が必
要なため、市民と研究者、行政との連携が不可欠。

今後の鬼怒川中流部における地域と連携した外来種対策は、

 多様な主体による広域的な視点で、現状の取り組みの課
題と今後の方向性について、懇談会にて議論。

公益財団法人 リバーフロント研究所

 各主体が平等な立場で、かつ、主体性を持ち外来種対策
に取り組むことが必要。

・10月14日に開催される外来種対策イベント（主催：うじいえ自然に親しむ会
）への参加。

・懇談会を冬季に1回開催し、懇談会意見を集約して地域との連携方策（役
割分担・広報方策など）資料として整理。

H24年度の予定
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以 上

公益財団法人 リバーフロント研究所

• ご静聴ありがとうございました。
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